
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
持
続
的

な
努
力
が
必
要
で
あ
る
が
、
一

歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
京
都
メ
カ
ニ

ズ
ム
も
駆
使
し
て
、
何
と
し
て

も
第
一
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
べ

き
で
あ
る
。

製
紙
産
業
は
、
持
続
可
能
な

社
会
に
相
応
し
い
資
源
循
環
型

産
業
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

根
幹
を
成
す
の
は
、
３
つ
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
古
紙
の
回

収
と
再
利
用
を
進
め
る
「
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
」、
自
分
で
使
う

木
は
自
分
で
植
え
る
、
す
な
わ

ち
、
植
林
を
進
め
る
「
森
の
リ

サ
イ
ク
ル
」、
紙
を
作
る
工
程

で
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
自

ら
の
植
林
で
吸
収
す
る
「
炭
酸

ガ
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
あ
る
。

当
社
で
は
創
業
以
来
約
１
３

０
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
の
中
で
、

「
紙
づ
く
り
は
森
づ
く
り
か
ら
」

と
し
て
、
国
内
外
の
社
有
林
の

維
持
管
理
、
植
林
事
業
展
開
に

注
力
し
て
き
た
。
製
紙
原
料
の

長
期
安
定
確
保
が
主
目
的
で
あ

る
が
、
結
果
と
し
て
、
社
有
林

に
よ
る
炭
酸
ガ
ス
の
吸
収
が
、

地
球
温
暖
化
問
題
解
決
に
寄
与

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
個
人
も
微
力
な
が
ら
問
題

解
決
に
貢
献
し
よ
う
と
最
近
購

入
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
カ
ー

で
、
新
緑
の
山
々
を
訪
れ
る
の

が
目
下
の
楽
し
み
だ
が
、
一
方

で
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
天
候
不
順

が
気
が
か
り
だ
。

昨
年
10
月
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
出
張
し

た
際
、
機
内
で

『A
n
Inconveni-

entT
ruth

』（
邦

題
「
不
都
合
な

真
実
」
）
を
観
た
。

米
国
の
前
副
大
統
領
、
ア
ル
・

ゴ
ア
氏
が
、
地
球
温
暖
化
問
題

の
ス
ラ
イ
ド
講
演
を
世
界
中
で

開
き
、
地
球
と
人
類
の
危
機
を

訴
え
る
姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
で
、
今
年
に
入

り
、
日
本
で
も
公
開
に
合
わ
せ

て
本
人
が
来
日
し
話
題
と
な
っ

た
。
米
国
で
は
、
当
初
77
館
と

い
う
小
規
模
な
公
開
で
ス
タ
ー

ト
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

米B
O
X
O
F
F
IC
E

の
ト
ッ
プ

10
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
そ
の
後

約
６
０
０
館
ま
で
拡
大
す
る
大

ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
示
す
通
り
、
京
都
議
定
書
の

非
批
准
国
に
お
い
て
も
、
温
暖

化
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
だ
。

来
年
は
い
よ
い
よ
京
都
議
定

書
の
目
標
期
間
を
迎
え
る
。
日

本
は
２
０
０
８
〜
２
０
１
２
年

の
間
に
、
１
９
９
０
年
レ
ベ
ル

の
温
室
効
果
ガ
ス
を
６
％
削
減

す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い

る
が
、
家
庭
や
交
通
機
関
を
中

心
と
し
た
排
出
増
に
よ
り
、
２

０
０
５
年
度
時
点
で
基
準
年
よ

り
逆
に
8.1
％
上
昇
し
て
お
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
だ
。

無
論
、
目
標
達
成
が
、
イ

コ
ー
ル
温
暖
化
問
題
の
解
決
と

高
橋
温
氏

住
友
信
託
銀
行
取
締
役
会
長

鈴木正一郎氏
王子製紙取締役会長

#120

河
野
栄
子
氏

（
リ
ク
ル
ー
ト
特
別
顧
問
）

に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。

次
回
は

紹
介
者
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